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1はじめに

学習指導要領を読み解き，新課程共通テストに備える

三位一体の「教育改革」において，その主なねらいと言われている高校教育の改革

を含む「初等中等教育の改革」では，文部科学省からの発信に「新学習指導要領

の目指す教育の実現」，「新学習指導要領の着実な実施」といった表現が散見され，

学校教育を中心に 「教育改革」が現在も進行中であることがわかります。

また，「高大接続改革」に位置づく共通テストでは，「問いたい力を明確にした問題

作成」（これまでの共通テストの問題作成における基本的な考え方，大学入試センター），「高等学校学

習指導要領において『主体的・対話的で深い学び』を通して育成することとされて

いる，深い理解を伴った知識の質を問う問題や，知識・技能を活用し思考力・判断

力・表現力等を発揮して解くことが求められる問題を重視する」，「出題科目の特質

に応じた学習の過程を重視し，問題の構成や場面設定等を工夫する」（2025共通テス

ト問題作成方針，大学入試センター）といったように，新課程共通テストでは，学習指導要領

との関連が強く打ち出されています。

以上のことから，新課程共通テストに向けて，あらためて学習指導要領で示されて

いることを読み解いていきたいと思います。
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「学習指導要領」と「共通テスト」の関係

学習指導要領 共通テスト

「何ができるようになるか」
－ 目標，学力 －

□ 「問いたい力を明確にした出題」

□ 「知識の質を問う問題や，知識・技能を活用し
思考力・判断力・表現力等を発揮して解くこと
が求められる問題を重視」

□ 「言語能力，情報活用能力，問題発見・解決
能力等，教科等横断的に育成することとされ
ていることについても留意する」

「何を学ぶか」
－ 内 容 －

□ 「高等学校学習指導要領に準拠するとともに，
高等学校学習指導要領解説及び高等学校で
使用されている教科書を基礎とする」

「どのように学ぶか」
－ 方 法 －

□ 「出題科目の特質に応じた学習の過程を重視
し，問題の構成や場面設定等を工夫する」
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外国語教育の抜本的強化のイメージ

【出典】「令和元年９月４日教育課程部会」資料より（文部科学省）
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外国語教育の抜本的強化のイメージ

■従前課程から新課程への変更点

●科目編成

●語数 高等学校で1,800語⇒高等学校で1,800～2,500語
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科目編成のポイント
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学習指導要領 「英語」改訂の趣旨（課題・背景）

平成28年12月の中央教育審議会答申を踏まえ，次のような，
これまでの成果と課題等を踏まえた改善を図った。
・グローバル化が急速に進展する中で，外国語によるコミュニケーション能力は，これまでのように一部の

業種や職種だけではなく，生涯にわたる様々な場面で必要とされることが想定され，その能力の向上が

課題となっている。

・平成21 年改訂の学習指導要領は，小・中・高等学校で一貫した外国語教育を実施することにより，外

国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと

する態度や，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする力を身に付けさせることを目標とし

て掲げ，「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」などを総合的に育成することをねらいとして改

訂され，様々な取組を通して指導の充実が図られてきた。

・しかし，学年が上がるにつれて児童生徒の学習意欲に課題が生じるといった状況や，学校種間の接続

が十分とは言えず，進級や進学をした後に，それまでの学習内容や指導方法等を発展的に生かすことが

できないといった状況も見られている。

・高等学校の授業においては，依然として外国語によるコミュニケーション能力の育成を意識した取組，

特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が適切に行われていないこと，「やり取り」や「即興性」

を意識した言語活動が十分ではないこと，読んだことについて意見を述べ合うなど複数の領域を結び付

けた言語活動が適切に行われていないことといった課題がある。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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学習指導要領 「英語」改訂の趣旨（方針）

→ 外国語教育を通じて育成を目指す資質・能力全体を貫く軸として，特に，他者とのコミュニケーション

の基盤を形成する観点を重視しつつ，他の側面（創造的思考，感性・情緒等）からも育成を目指す資

質・能力が明確となるよう整理した。このため，外国語の目標として，外国語教育の特質に応じた「外

国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」を働かせ，外国語による「聞くこと」，「読むこと」，

「話すこと」及び「書くこと」の言語活動を通して情報や考えなどを的確に理解したり適切に表現した

り伝え合ったりするコミュニケーションを図るために必要な「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現

力等」，「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力を更に育成することを目指して改善を図った。

→ あわせて①各学校段階の学びを接続させるとともに，②「外国語を使って何ができるようになるか」を

明確にするという観点から，中学校での学びとの接続を意識しながら外国語科の目標を設定した。

→ このような目標の下に，統合的な言語活動を通して「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，

「話すこと［発表］」，「書くこと」の五つの領域（以下「五つの領域」という。）を総合的に扱うことを一

層重視する科目と，話すことと書くことによる発信能力の育成を強化する科目をそれぞれ新設し，外国

語でコミュニケーションを図る資質・能力を育成するための言語活動を充実させることとした。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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「英語科の目標」

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，英語による聞くこと，読むこと，話す
こと，書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して，情報や考えなどを的
確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のとおり育
成することを目指す。

⑴ 英語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこ
と，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応
じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする（「知識および技能」）。

⑵ コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
英語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これ
らを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う（「思考力・判断力・表現力
等」）。

⑶ 英語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的，自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う（「学びに向かう力，人間
性等」）。

Cf.改訂前の英語科の目標は「①言語や文化に対する理解」「②積極的にコミュニケーションを図ろう
とする態度」「③情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする能力」だった。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）

下線部は，「英語科の目標」のキーワードです。

スライドNo.11を参照ください。
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学習指導要領の「目標」の改訂内容とその背景

指導要領 内 容

従前課程
外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする
態度の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション
能力を養うこととした。

新課程
英語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，
主体的，自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

変更内容と背景

「言語」を外して「（英語の背景にある）文化に対する理解」としたのは，「コミュニケーショ
ンを図ろうとする態度」を養う上では，次に述べる「聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮し
ながら」コミュニケーションを図ることが大切であり，英語の文化的背景によって「配慮」の仕
方も異なってくるためである。あわせて，英語の学習を通して，他者を配慮し受け入れる寛容の
精神や平和・国際貢献などの精神を獲得し，多面的思考ができるような人材を育てることも重要
である。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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学習指導要領の「目標」の改訂内容とその背景

指導要領 内 容

従前課程
外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度
の育成を図り，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりするコミュニケーション能力を養
うこととした。

新課程
英語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体
的，自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

変更点と背景

「主体的・自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度」とは，授業等において積
極的に英語を使ってコミュニケーションを図ろうとする態度はもちろんのこと，学校教育以外の場面
においても，生涯にわたって英語習得に継続して取り組もうとする意識や態度を養うことを目標とし
ている。これは，学校教育法において，学力の重要な要素として「生涯にわたり学習する基盤が培わ
れるよう」，「主体的に学習に取り組む態度」を養うことを掲げていることを踏まえたものである。
また高等学校では，中学校における「主体的」に加え「自律的にコミュニケーションを図ろうとする
態度」としている。これは，外国語科の特性として，目標を達成するための言語活動において他者と
のコミュニケーションが必要とされるが，学習内容等が高度化・複雑化する高等学校においては，授
業等において言語活動を通して実際にコミュニケーションを図るだけでなく，それらのコミュニケー
ションを通して自分にはどのような力が足りないか，どのような学習が更に必要かなどを自ら考え，
それぞれが授業での言語活動を充実させるための努力を授業外でも続けようとするより自律的な態度
が一層強く求められることと関連している。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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「『英語』の目標」の中のキーワード

〇 「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」…外国語によるコミュニケーションの中で，
どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考していくのかという，物事を捉える視点や考
え方であり，「外国語で表現し伝え合うため，外国語やその背景にある文化を，社会や世界，他者と
の関わりに着目して捉え，コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理しなが
ら考えなどを形成し，再構築すること」であると考えられる。

〇 「統合的な言語活動」･･･「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書
くこと」の複数の領域を結び付けて統合した言語活動のことであり，中学校の外国語科においても，
複数の領域を関連付ける統合的な言語活動を視野に入れた目標が設定されているが，高等学校
では，こうした統合的な言語活動を一層重視した目標設定がなされている。

〇 「情報や考えなどを的確に理解したり，適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る
資質・能力」･･･英語科の目標の中心となる部分である。英語の音声や文字を使って実際にコミュ
ニケーションを図る資質・能力であり，「理解する」「表現する」「伝え合うという三つの要素に整理し
た。「理解する」，「表現する」という単に受け手となったり送り手となったりする単方向のコミュニケー
ションだけではなく，「伝え合う」という双方向のコミュニケーションも重視している。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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【出典】「令和７年度以降の試験に向けた検討について」（大学入試センター）

【共通テスト】出題教科・科目の問題作成の方針の比較
（令和6年度） ※一部抜粋

○ 高等学校学習指導要領では外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，実際のコミュニケーションにおいて，目的や
場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにすることを目標としていることを踏まえて４技能のうち「読むこと」「聞く
こと」の中でこれらの知識が活用できるかを評価する。したがって発音アクセント，語句整序などを単独で問う問題は作成しないこととす
る 。

○ 「リーディング」については 様々なテクストから概要や要点を把握する力や必要とする情報を読み取る力等を問うことをねらいとする 。
表記については， 現在国際的に広く使用されているアメリカ英語に加えて，場面設定によってイギリス英語を使用することもある。

（令和7年度） ※一部抜粋

○ ⾼⼤接続改⾰の中で，⾼等学校学習指導要領の趣旨を踏まえ，各⼤学の個別選抜や総合型選抜等を含む⼤学⼊学者選抜全体に
おいて，「聞くこと」「読むこと」「話すこと」「書くこと」の総合的な英語⼒を評価することが求められている。共通テスト「外国語（英語）」
は，「リーディング」形式と「リスニング」形式の問題を通して，⽂字や⾳声による試験の特徴を⽣かしながら，以下のように可能な限り総
合的な英語⼒を評価する。

・コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況などに応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し⼿や書き⼿の意図などを的確に
理解する⼒を引き続き重視する。

・併せて，⾼等学校において，英語を「聞くこと」・「読むこと」・「話すこと［やり取り］，［発表］」・「書くこと」を統合した⾔語活動の充実
が図られることを踏まえ，情報や⾃分の考えを適切に表現したり伝え合ったりするために，理解した情報や考えを整理したり，何をどのよう
に取り上げるかなどを判断したりする⼒を重視する。

・また，コミュニケーションを⽀える基盤となる⾳声や語彙，表現，⽂法等に関する知識や技能についても，上記の⼒を問うことを通して
引き続き評価する。

「詳細，話し手や書き手の意図（を的確に理解）」が新たに加わっている
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「概要や要点を把握する」活動とは

概要や要点を把握する活動として，例えば，各段落の最初の文と最後の文を読んで書かれている
内容を推測する，全体を読んで書き手の主張や根拠のキーワードをメモにまとめるなどの活動が考え
られる。ほかには，書き手の主張がある論証文を読んで，その主張について賛否の立場から意見を伝
え合う簡易なディベートや，書き手の意見に対する各自の意見をグループの中で伝え合うディスカッ
ションなどの活動につなげることも考えられる。

「情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意

図などを的確に捉えたり，自分の考えをまとめたりすること」とは
高等学校では，中学校で「英語を聞いたり読んだりして必要な情報や考えなどを捉える」能力を育

成することを踏まえ，聞いたり読んだりした情報の中から概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図な
どを判断しながら的確に捉えたり，聞いたり読んだりして得た情報や考えなどについての自分自身の
考えをまとめたりする能力を育成することについて述べている。

情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に捉えたり，自分の考えをま
とめたりすることとは，目的や場面，状況などに応じ，何を聞き取ったり読み取ったりしなければならな
いかを判断し，それに基づいて概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に捉えたり，聞い
たり読んだりして得た情報を整理したり，吟味したり，既存の知識と照らし合わせて関連付けたりしな
がら，自分の考えをまとめたりすることを意味している。

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編 英語編」（文部科学省）
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【出典】「令和5年本試験（リーディング）」（大学入試センター）

令和５年のリーディング第６問B問５のinferの問題は，

「書き手の意図を読み取る問題」の先行出題か？

令和5年のリーディング第6問Bで「書き手の意図」を推測する問題が出題されている。

（正解）

本文（一部抜粋）

（前略）

コミュニケーションを⾏う⽬的や場⾯，状況など
に応じて，情報や考えなどの概要や要点，詳細，
話し⼿や書き⼿の意図などを的確に理解する
⼒を引き続き重視する。

【出典】令和７年度大学入学者選抜に係る大学
入学共通テスト問題作成方針（大学入試セン
ター）

現行の共通テストに見られる新課程の要素

「高等学校教科担当教員の意見・評価」にも「思考力を
発揮し，明確には述べられていない事柄を書かれている
ことを基に推論する，新教育課程を視野に入れた出題」
と記載されている。
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【出典】「令和５年度 問題評価・分析委員会報告書（本試験）英語（リーディング 自己評価）」（大学入試センター）

一方で，高校教員と教育研究団体から要望と提言がなされたのでここに言及する。高校教員から
は，概要・要点の把握や必要な情報の読み取りに留まることなく，その先にある書き手の意図を深く捉
えたり，自分なりの意見や主張を相手に適切に伝えたりする力も評価できるような問題を出題するよう
要望があった。また，出題されたような温かみのある物語文によって，受験者が英文を読む動機となる
ような問題とするためにも，この出題の方向性は続けてほしいとの要望もあった。

また教育研究団体からは，単に受験者の作業量が増えることによる負荷が増えるような問題は避
けるようにとの指摘を受けた。日常生活においては，目的に応じた読み方が求められる。これからはよ
り思考力・判断力・表現力等を測ることができる質の高い問題を作成することが課題となっている。共
通テストでは，それぞれの場面設定とタスクに応じたスピードと読む目的を明確にし英語を理解するこ
とを念頭に，実践的なコミュニケーション場面において「その場で読み取る」能力とともに思考力・判断
力・表現力等を測定する出題が求められていることを強調したい。

共通テストは分量が多く時間内に解くことの困難さが言われるが，問題作成部
会の見解としては，実践的なコミュニケーションを想定し，場面設定やタスクに応
じたスピード，その場で読み取る能力も測定していることを強調している。

新課程の共通テストでも継続されそうな要素
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【出典】「令和５年度 問題評価・分析委員会報告書（本試験）英語（リスニング 自己評価）」（大学入試センター）

教育研究団体からは，テストが思考力・判断力・表現力等を問うことを目的としながらも，情報処理
能力や処理速度だけを問うような問題設定となってしまわないような問題作成を引き続き心掛けてほ
しいと要望を受けた。一方で，実際のコミュニケーションの場では，ある程度即時的に対応をすること
が求められており，このような力もリスニングにおける基礎力を成すものと考えることが必要である。聞
き取ったことを瞬時に理解・解釈できるようなリスニングの流暢性の力を高めるような学習にも引き続
き力を入れてほしい。共通テストが引き続き，様々な場面で「積極的にコミュニケーションを図ろうとす
る態度の育成」につながる波及効果があるものとなるようにこれからも尽力していきたい。

問題作成部会は「処理速度だけを問うような問題設定を避けてほしい」という
意見に対し実際のコミュニケーションの場での即時的な対応，聞き取ったことを
瞬時に理解・解釈できる流暢性を高めることの大切さを述べている。

新課程の共通テストでも継続されそうな要素
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令和７年度大学入学共通テスト試作問題 「英語」の概要

「授業中における生徒のスマートフォン使用の是非」というテーマで自分の意見を述べる文章を書く
場面を取り上げている。Step1では，スマートフォン使用に関する５者（教師，心理学者，保護者，高校
生，校長）の意見を読んで，それぞれの意見とその根拠を理解して整理することができるかを問う。
Step2，Step3 では，スマートフォン使用は禁止するべきという立場に立って文章を書くための準備と
して，自分の意見の理由や根拠を明確に示すために複数の資料を活用したり，書こうとする文章のア
ウトラインを組み立てたりすることができるかを問う。

『英語』第A問（リーディング）

【出典】 「令和７年度大学入学共通テスト 試作問題「英語」の概要」（大学入試センター）
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【第A問 問１，２

問１
2人の主張の共通点を読み取る問題 。

問２
1人の人物の主張から推測されることを読み取る問題 。

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

【新指導要領との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」にある

「コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理

しながら考えなどを形成し，再構築すること」が意識されている。
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【第A問問３】

問３
ある立場に立ったときに，同じ意見である人や，その主張を選ぶ問
題 。

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

【新指導要領との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」にある

「コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理

しながら考えなどを形成し，再構築すること」が意識されている。
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【第A問問４，５】

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

【新指導要領との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」にある

「コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理

しながら考えなどを形成し，再構築すること」が意識されている。

問４，５
ある立場に立って文章を作成する際のアウトラインを組み立てるために，
複数の資料を活用して自分の意見をサポートする理由を選ぶ問題。
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令和７年度大学入学共通テスト試作問題 「英語」の概要

「英語」の授業で「環境に配慮したファッション（サステナブルファッション）」をテーマとして文章を
作成する過程で，自分が書いた原稿に対する教師のコメントを踏まえて推敲するという場面を取り上
げている。読み手に分かりやすいように，文章の論理の構成や展開に配慮して文章を修正することが
できるかを問う。

『英語』第B問（リーディング）

【出典】 「令和７年度大学入学共通テスト 試作問題「英語」の概要」（大学入試センター）
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【第B問】

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

問１
前後の文章をつなぐのに適した情報を
選ぶ問題 。

問２
前後の文章をつなぐのに適した接続表
現を選ぶ問題 。

問３
パラグラフの内容に合うように，トピック
センテンスを書き換える問題 。

問４
エッセイの内容として十分な要約に
なるように， 表現を書き換える問題 。

【指導要領の改訂との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「英語科の目標」にある統合的な言語活動を通して，情報や考えなど

を的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケー

ションを図る資質・能力を意識した問題。
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【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

予想される共通テストの出題

試作問題では，自分の意見を述べる文章を書く場面や教師から指摘を受け，自分が書いた文
章を推敲するといった，「読むこと」と「書くこと」の技能統合を意識した問題が出された。特定の
立場に立って文章を書くための準備として，自分の意見の理由や根拠を明確に示すために複数
の資料を活用したり，書こうとする文章のアウトラインを組み立てたりすることができるか，自分
が書いた文章を読み手に分かりやすいように，文章の論理の構成や展開に配慮して文章を修
正することができるかが問われた。このように技能統合を意識した出題が予想される。

指導のご提案

○ 「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］・［発表］」，「書くこと」の複数の領域を統合
した言語活動を行う。

○ 試作問題では「読む力」と「書く力」を融合した場面が設定され，共通テストでもこのような
出題が予想される。読み取った文章を英語で要約したり，関連するテーマで英文を書いたりす
る。自分の考えを表明する文章を書くことを想定し，文と文の論理関係を正しく理解し，表現で
きる力を育成し，日頃から文と文の関係を意識しながら読む練習をする。

○ スピーチ，プレゼンテーション，ディベート，ディスカッションなどを行い，目的や場面，状況など
に応じた論理の構成や展開，情報や考えなどを効果的に伝える表現などの知識を活用する力
を付ける。

リーディング



24共通テストの問題作成方針など

言語の働きについての改訂ポイント
（試作問題が2問とも文章の作成や修正を想定した問題でしたので掲載します）

「言語の働きの例」においてマーカー部分の事項が新課程で追加になった。このよう
な言語の働きの出題にも対応できる力を身に付けておきたい。

言語の働きの例

（ア）コミュニケーションを円滑にする
・相づちを打つ ・聞き直す ・繰り返す ・言い換える ・話題を発展させる ・話題を変える など

（イ）気持ちを伝える
・共感する ・褒める ・謝る ・感謝する ・望む ・驚く ・心配する など

（ウ）事実・情報を伝える
・説明する ・報告する ・描写する ・理由を述べる ・要約する ・訂正する など

（エ）考えや意図を伝える
・提案する ・申し出る ・賛成する ・反対する ・承諾する ・断る ・主張する ・推論する
・仮定する など

（オ）相手の行動を促す
・質問する ・依頼する ・誘う ・許可する ・助言する ・命令する ・注意をひく ・説得する など

新課程で加えられた事項

【出典】「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 外国語編英語編」（文部科学省）
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令和７年度大学入学共通テスト試作問題 「英語」の概要

「幸福観」に関する大学の講義を聞き，その後，学生同士が講義内容を伝え合ったり，その講義内
容や自分たちが調べてきたことを踏まえてディスカッションをしたりする場面を取り上げている。「聞くこ
と」と「話すこと［やり取り］・［発表］」の統合的な言語活動により，学んだ内容の理解をより深めるよう
な学習の過程を設定した問題である。各設問では，こうした学習の過程で求められる力，例えば，講義
を聞いて概要・要点を把握する力，聴き取った情報を他者と共有したり，話し合ったりする力，聴き取っ
た情報と問題文中に示されたグラフ資料を統合的に処理する力等を問う。

なお，本試作問題は，令和３年度大学入学共通テスト本試験（１月16日実施）の『英語（リスニン
グ）』の問題を基に，平成30年告示高等学校学習指導要領において強調されている，「聞くこと」，
「読むこと」，「話すこと［やり取り］・［発表］」，「書くこと」の複数の領域を統合した言語活動をより意
識した問題となるよう，再構築したものである。

『英語』第C問（リスニング）

【出典】 「令和７年度大学入学共通テスト 試作問題「英語」の概要」（大学入試センター）
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【第C問】問27～31

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

※問27から31については，令和3年度の内容から変更なし。
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【第C問】問32

【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

【試作問題】

【令和3年本試験】

目的（講義後に要約を書く）や活動場面
（メンバーと講義の内容を口頭で確認）が
明確になった。
講義を聞いて概要・要点を把握する力，聴
き取った情報を他者と共有したり，話し
合ったりする力が問われる問題 。

講義音声の内容は令和3年本試験から変更なし。

出題の変更に伴い新たに加わった音声。

【新指導要領との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」にある

「コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理

しながら考えなどを形成し，再構築すること」が意識されている。
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【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

【第C問】問33

講義音声の内容は令和3年本試験から変更なし。

図表と選択肢は令和3年本試験から
変更なし。

【令和3年本試験】

【試作問題】

講義の続きを聞く設定から，ディスカッションに
言語活動が変更となった。
講義やディスカッションで聞き取った情報と問
題文中に示されたグラフ資料を統合的に処理
する力等を問う問題。

【新指導要領との関連】

「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，

「書くこと」の五つの領域を総合的に扱うことが重視されている。

「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」にある

「コミュニケーションを行う目的や場面，状況等に応じて，情報を整理

しながら考えなどを形成し，再構築すること」が意識されている。
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【出典】 「令和７年度試験の問題作成の方向性，試作問題等」（大学入試センター）

予想される共通テストの出題

試作問題は，令和３年度大学入学共通テスト本試験（１月16日実施）の『英語（リスニング）』
の問題を基に，平成30年告示高等学校学習指導要領において強調されている，「聞くこと」，
「読むこと」，「話すこと［やり取り］・［発表］」，「書くこと」の複数の領域を統合した言語活動を
より意識した問題となるよう，再構築された。再構築された問題を見てみると，「問題冊子に印刷
された英文の中から正しいものを選ぶ問題」から，「講義後に，講義の内容についてメンバーと
口頭で確認して，講義内容と一致するか判断する問題」に変わっている。この変更によって，場
面や目的が明確になり，「聞くこと」と「話すこと」といった異なる領域を統合した言語活動を意
識した問題になっている。このように技能統合を意識した出題が予想される。

指導のご提案

○ 「聞くこと」，「読むこと」，「話すこと［やり取り］・［発表］」，「書くこと」の複数の領域を統合
した言語活動を行う。

○ 実際のコミュニケーションの場を想定し，聴き取ったことを瞬時に理解・解釈できるようなリス
ニングの流暢性を高める。

○ スピーチ，プレゼンテーション，ディベート，ディスカッションなどを行い，目的や場面，状況など
に応じた論理の構成や展開，情報や考えなどを効果的に伝える表現などの知識を活用する力
を付ける。

リスニング
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